
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 目指す 15 歳の姿の具現化に向けた取組   

  

（１）授業公開・教科研究  

小学校教員は自らが指導する内容がどのように中学校の学習内容につながってい

るのかを理解すること、中学校教員は小学校における学習の程度を把握した上で各分

野の指導をする必要がある。そのため、研究授業・協議会を行い、意見交換を通じ、

同じ学力観、授業観を一貫したものとすることができるようにするため授業研究を行

った。昨年度までの課題改善カリキュラムを継続して実践することで、小中共通の指

導方針で指導した。  

今年度は、３校で授業公開を行い、課題改善カリキュラムに基づき授業計画を立て、

実践から得た成果と課題を確認し、教材、指導法などについて議論を重ねて授業改善

を目指した。  

 

（２）児童・生徒の実態把握と手立ての共有   

児童・生徒が小学校から中学校への円滑な接続と安定した学校生活を送ることが

できるようにするため、児童・生徒の実態を把握する必要がある。昨年度から引き続

き、学習面・生活面の合言葉を「柱」とし、分科会ごとに目指す１５歳の姿に向けて

協議した。全３回の校区別協議会を通して、「課題の共有」「手立ての検討」「実践し

た成果の報告」を継続して行った。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大泉北中学校・大泉第一小学校・大泉北小学校  

目指す 15 歳の姿 
◇明るく、元気に、はつらつと  

◇自分で考え行動する  

◇夢や目標に向かって努力する  

中学校区の特色 
大泉北中グループでは、研究テーマを「主

体的・対話的で深い学び」と「指導法や接続

の工夫」に設定し、９教科で教材、指導法な

どについて議論を重ねている。  

♦協議会の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 今年度の取組日程  

第一回 ６月１６日 大北中  第二回９月１２日  大北小 第三回１０月１８日 大一小 

 

 

【協議内容】  

◎全体会：取組と方向性を確認  

     各回の協議内容確認  

◎分科会（各教科で編成）  

・学力・体力「課題改善プログラム」 

・人間性「目指す１５歳の姿」  

 

 

 

 

 

【協議内容】  

◎分科会（各教科で編成）  

・学力・体力「課題改善プログラム」  

・人間性「目指す１５歳の姿」  

・接続「キャリアパスポート」「生活指導」  

（※第三回「目指す１５歳の姿」改善など追加あり）  

◎全体会：各分科会報告と今後の課題など  

 

≪分科会の構成≫  

「国語・社会（総合）」「算数・数学・理科（生活）」「音楽・図工・美術」「体育・家庭・技術」「英語」  

 

３ 今年度の成果と今後の方向性  

小中学校の教員が、「目指す１５歳の姿」の視点で互いの授業を参観し合い、活発

な分科会協議会を通して、大泉北中学校グループの児童生徒の実態を把握することが

できた。そして授業や生活指導、生徒指導の課題や手立てを話し合い、共有すること

で、小中のつながりを意識し、その改善に向けて取り組むことができた。 

 今後も、「目指す１５歳の姿」を小中一貫教育の基本方針とし、  

「明るく、元気に、はつらつと」  

「自分で考え行動する」 

「夢や目標に向かって努力する」  

を実現するための生活指導、進路指導、授業づくりに取り組むことができるよう、授

業公開、分科会協議会を中心に校区別協議会を実施していく。  

【授業公開】全学級・全教科公開，時間設定は公開学校が設定する。授業公開は５校時 

【クリエーター会議】校長・副校長・小中一貫ｸﾘｴｰﾀｰ・必要応じた職層や主任，時間は１５分程度 

♦授業公開の様子 


